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1.実施目的 

・地区内小規模事業者の経営状況及び景況感等に関して、ヒアリングにより調査を行い、地域事業者の経

済状況を把握し、個社の経営発達を図る上での基礎データとして活用することを目的に調査を実施する。 

〇石川地域の経済動向分析  

【調査対象】石川地区内35事業者（経営指導員1人あたり5者）  

（小売業・サービス業・飲食宿泊業・製造業・建設業から均等に実施）  

【調査手法】商工会職員が調査対象者を巡回訪問し独自調査票をもとにヒアリングを行った。  

【調査報告】調査報告は、次のとおり 

＊福島県及び県商工会連合会、調査会社 調査資料 引用 

 

◇県内の景況概要◇ 

県内景気は、依然として停滞しており足踏みしている状況である。物価・燃料価格が高騰しており

影響は大きい。 

 需要の動向をみると、最新の個人消費は、横ばい圏内の動きとなっている。住宅投資は、減少して

いる。設備投資は、能力増強投資などがみられており、緩やかに持ち直している。公共投資は、基調

としては減少している。 鉱工業生産は、横ばい圏内の動きとなっている。 雇用・所得環境は、求人

に弱めの動きがみられているものの、所得面を中心に緩やかに 改善している。 消費者物価は、前年

を上回って推移している。先行きについては、物価上昇の個人消費への影響、海外経済の動向が生産

に与える影 響、雇用・所得の動向に注意していく必要がある。 

 

① 業種別調査【小売業】 

 

 



2 

 

経営課題ついて 

・日本酒を飲む人が減っている。タバコはコンビニ、ジュース類は格安自販機で購入する人が増えている

ようで、自販機の設置を維持するのが難しくなっている。（商店） 

・人口減少と大型店への流出により、酒・菓子類の売上減少（商店） 

・昨年値上げ(商品)をしたが、仕入値はどんどん上がっていき、おいつかない値上げも何回も出来ない。 

肉は季節物なので、値入値単価の上下が大きい。そのため、高い時は目をつぶるしかない。 

・現在コード決済だけで、カード決済は出来なかったが、レジを新しく購入予定でカード決済出来るよう

にする。また、入金日・手数料等が一括管理されるので管理しやするなる予定。(精肉店) 

・ガソリンスタンド業界は大手のシェアが高く、地域のスタンドは厳しい状況である。そんな中、固定客

の流失は防いでおり業況は現状維持程度で推移している。(商店) 

・仕入原価の上昇、大型スーパーの台頭による価格競争激化など経営外部環境の厳しさが増している。 

・冷蔵庫が古く壊れそう。しかし、見積もりが高く手が出せない。ポイント付与の金額を少なく変更した

り金策している。その分を冷蔵庫代にしたいが、仕入の値段も上がってるので、なかなか貯まらない。                

・メーカー生産中止になる製品が相次いでいる。商品購入は世代問わずネットが支流。(ニーズの変化) 

・専門技術・知識を高め新しい需要の開拓は必須。個人商店が大型店に太刀打ちできる術(電器店)  

経営課題の解決策 

・需要調査(商店) 

◇参考資料◇  大型店・専門店 販売額推移 
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② 業種別調査【サービス業】 
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経営課題について 

・単純に高齢者のお客さんが亡くなり客数が減っているのと、物価高に伴い財布の紐が堅いせいか、来客

頻度が長くなっているのが現状です。また町外の低価格店にも流れているようです。(美容室) 

・お客様より電子決済について聞かれるが、高齢なこともあり対応の不安がある(気持ちとしてはやってみ

たい)。車の修理や車検はあるが、購入する人がほとんどいない。生産設備の老朽化が進んでいる為、更

新したいが後継者がいない為、設備にお金を掛けられない。(自動車整備工場) 

・物価高騰は「芋」も例外ではなく利益率の悪化を招いている。また、最低賃金の上昇(955 円)は人件費

上昇の要因となっており、価格転嫁できなければ利益確保が難しくなると感じている。(工房) 

・令和 6 年 10 月の最低賃金改定による人件費の上昇、今後利益の圧迫する恐れが高い。今後は受注の際

にうまく価格転嫁できるかが重要であると考えている。(設備業) 

・美容業界は競争が激化しており顧客確保が喫緊の課題となっている。また、少子高齢化によるマーケッ

トの縮小はこれからの事業継続に不安材料となっている。(美容室) 

・仕入の値段が高く、売上は伸びない。工場の中も設備が老朽化しているので、新しくしたいがいつまで

仕事を続けるかわからないので、今のとこ買い替える予定はない。保険屋の売上の入金が遅いのが厳し

い(鈑金業) 

・後継者もいないので店を直してとは考えていません。お客様も減って来ているし、高齢になって来てさ

らに減ってきています。私自身もいつまで出来るかわからないので、何とも言えません。(理髪店) 

経営課題の解決策 

・後継者問題です 

③業種別調査 サービス業（飲食・宿泊業） 

 

課題について 

・人件費の増加に伴い、利益が上がらない(食堂) 

・コロナ時に借入を起こしたため、金利負担と返済が開始になった際の資金繰りを懸念店舗(宿泊業)老朽

化、特にボイラーの老朽化は営業に直接影響する。コロナの時には全国的な旅行支援があり、当社の持

ち味である他のお客様同士の接点がなく貸切に出来るところでご利用頂いていたが、5 類移行後は価格

高鷹の影響もありニーズの変化を感じている。(宿泊業) 

・メニューの単価を上げても、仕入値がまた上がり、価格が追い付かない。また、県産の魚が「ふくしま

ブランド」により価格が上がり、他県の魚も入ってこないため、安い魚が手に入らない。それにより同
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じ魚を使うことになり、メニューも代りばえしないのかもしれない。電気代の値上げも厳しい(飲食店) 

・主要幹線道路沿いで営業しているが、チェーン店の台頭により顧客の流出が続いている。価格K表層では

分が悪いため、付加価値の高い商品の開発などを今後検討している(飲食店) 

・仕入原価の高騰が続いており、飲食店のボーダーラインである 3 割を死守できない状況。 

・価格転嫁を実施(10 月)したが、客数の増減など今後の状況を注視してゆく計画である。(飲食店) 

・物価高により仕入原価が上昇している。水道光熱費などの固定費も上昇しており、事業継続に不安を抱

えている。(飲食店) 

・仕入の値段は上がるばかり。しかし売上がそれに伴わず減っている。冷凍庫等設備も古く、暑すぎる夏

に耐えられきれず壊れてしまう。地元のお客ばかりなので、値上げもなかなかできず、経営はますます

厳しい(精肉店) 

・物価上昇に対応するのが難しい。(居酒屋) 

経営課題の解決策 

・店舗、設備の更新・経営分析・新メニューの開発・商品単価の値上げ 

 

↑のクロス・マーケティング（マーケティング・リサーチ会社）実施調査 
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④業種別調査【製造業】 

 

 

 

課題について 

・農産においても肥料や飼料の仕入原価上昇は顕著であり利益を圧迫する要因となっている(農産) 

・親会社が生産を中止するため、今現在は在庫商品の生産に追われているが、来年には廃業予定である。

(製作所) 

・事業主が高齢者であり、後継者も不在であることから廃業も検討している。 

・売上が減少しており、仕入の値段も上がっている。事業主から事業にお金を出すことが増えていて、経

営は厳しくなっている。(インテリア) 

・価格転嫁で 10％値上げしたがそれ以上に仕入、光熱費が増加している。相見積もりだと契約が取れない

のでどうにかしてほしい。（木工所） 
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⑤業種別調査【建設業】 

 

 

課題について 

・ハウスメーカーには価格では勝てないので、入ってくると仕事が取れない。仕入値上昇分を商品価格に

転嫁すると、高いと言われ値下げ交渉されてしまう。従業員を募集しても人が集まらない。(工業所) 

・業況は堅調に推移しているが、昨今の様々な高騰に対して取引条件の改善・交渉が今後必要になると感

じている(工務店) 

・営業努力による売上は増加傾向で推移しているものの、高齢化に伴う地域のマーケットの縮小が予想さ

れる中、将来的な売上確保に向けた取り組みが必要でると感じている。(内装) 

・仕入原価の上昇が続いており利益を圧迫されている。併せて資金繰りも厳しくなってきていることから

収益の確保が大きな課題である。(塗装業) 

・後継者が不在であり、廃業の時期を検討している(塗装業) 

・仕入価格が上昇している。他の経費も値上がっているんのが、1 番の問題だ。(電設業) 

・月単位で材料価格が上昇している為、お客様への提供価格が(同じ製品でも)違ってくる。また仕入に日

数がかかるので、緊急性のある対応は困難である。(例えば、(防犯商品･ドアロック等)自然に大量仕入
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可能な大型店に流れてしまうという現状 

経営課題の解決策 

・新製品の開発 

・価格転嫁対策 

 

 

【新設住宅着工戸数】 

家やマンションを建てる時に、建築主から都道府県知事にその旨を届けた戸数を集計したも 

ので、住宅投資の動きを示す代表的な指標です。進捗ベースではなく、着工ベースの指標の 

ため速報性があります。所得・地価・建築費・金利などに敏感に反応して動きます。また、政府 

の景気対策で「住宅ローン減税」のような政策の影響も受けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊参考資料 
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広域管内業種別 収益構造調査  

 

対象者：石川広域地区内小規模事業者 139社 

    （商工会で収益を把握している事業者） 

（２０２３年決算比較による 収益構造） 

 

産業全般において、物価高の影響を受け買い控え傾向が強く売上減少となった事業所が多かった。飲食

店で増収減益が増加した。その他の業種は、売上減少となったが、増益率が増収率より高い割合となって

おり、経営の持続ついて経費削減等の改善効果があったと想定できる。今後も人口減少が進むが、堅実な

経営維持、発展を図ることが重要である。また収益赤字企業が19.6％となっており、経営改善、発達が必

要であるため、重点的に支援を行ってゆく。 

 

【前年比収益状況】 

  企業数 増収・増益 減収・増益 増収・減益 減収・減益 増収率 増益率 

卸売・小売業 27 7 7 4 9 40.7% 51.9% 

サービス業 28 10 2 1 15 39.3% 42.9% 

飲食・宿泊業 16 4 3 5 4 56.3% 43.8% 

製造業 25 9 4 1 11 40.0% 52.0% 

建設業 43 16 7 5 15 48.8% 53.5% 

  139 46 23 16 54     

 

【収益黒字企業 割合】     

  企業数 黒字 赤字 黒字率 赤字率 

卸売・小売業 29 21 8 72.4% 27.6% 

サービス業 30 28 2 93.3% 6.7% 

飲食・宿泊業 18 9 9 50.0% 50.0% 

製造業 27 25 2 92.6% 7.4% 

建設業 49 40 9 81.6% 18.4% 

合  計 153 123 30 80.4% 19.6% 
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◇参考資料◇ 
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